
 

 

 
 
 

「櫻花夢奏
お う か む そ う

」で紡ぎ上げた歌声が大ホールに響く感動に感謝！  

 10 月 26 日(土)に「櫻花夢奏（おうかむそう）」をスローガンに掲げ、合唱祭を燕市文化

会館大ホールで開催しました。暖かくすがすがしい天候に会場に脚を運んでくださる保護者

やご家族も多く、446 人の来場がありました。生徒たちの歌声をお聞きくださり、本当にあ

りがとうございました。各学級と学年での全９曲の合唱曲が披露されました。それぞれの学

年のよさを表した素晴らしい合唱となり、拍手をたくさんいただきました。発表の最後には、

吹奏楽部によるアトラクションも行われ、会場が一体感に包まれました。 

 合唱祭で学級や学年がまとまり、集団としての成長が見られる中、残念な出来事もありま

した。それは、自転車へのいたずらです。10 月 16 日から 28 日までに、小池中の駐輪場で

７件の自転車に対する器物損壊が発生しています。バルブを緩められてタイヤの空気が抜か

れたものが 5 件、ライトを点灯させるコードが切られたものが 1 件、サドルの座面をカッタ

ーのようなもので切られたものが 1 件です。これは看過することはできませんので、燕市教

育委員会に報告しました。また、燕警察署生活安全課に、生徒の安全や財産が脅かされてい

るとして 7 件の器物損壊を届け出ました。30 日には、燕警察署生活安全課から 3 名、小池

小前の駐在さんが来校され、現場の確認をしてくださいました。 

警察の方々は、同じ自転車が何度も被害を受けていること、駐輪場の死角になる内側の列

の自転車が被害に遭っていること、道路に近い 3 年生の自転車小屋に被害がないことなどか

ら、外部の人や通りすがりの犯行とは考えにくく、内部の犯行ではないかとのことでした。
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合唱祭：全校生徒による 

校歌斉唱(声出し)～ 



そこで、11

月 5 日(火)

の全校朝会

で、校長か

ら全校生徒

に話をしま

した。「被害

を受けた人の不安や心配な気持ちを考えてほしいこと。学校は警察ではないので、犯人探し

はできないこと。生徒の皆さんの良心、相手を思いやる心や優しさの中で、お互いが安心し

て学校生活が送れるようのなってほしいこと。」をお願いしました。教職員は保護者ととも

に生徒に寄り添い、成長をサポートしていきます。小池中学校の生徒全員が、安心安全に充

実した学校生活が送れるように、生徒、教職員、保護者、地域の力で学校を Well-being に

していってほしいと思っています。Well-being とは、身体的、精神的、社会的によい状態に

あることをいいます。目先の幸福でなく、生きがいや人生の意義など、将来にわたる持続的

な幸福を含むものです。生徒を取り巻く小池中学校という場や地域、社会が幸せや豊かさを

感じられるよい状態に

していくことが、とても

大切に思います。ご家庭

でもご支援とお声がけ

をお願いいたします。   

 （校長 比後慎一） 

 

 

 

 

  

 

〈 １２月の主な予定 〉 
 

２日（月）立会演説会、投・開票      17 日（火）作品撤去作業（放課後） 

４日（水）生徒会レク            20 日（金）入学説明会（小６保護者対象） 

６日（金）専門委員会           24 日（火）２学期終業式 

 ７日（土）吹奏楽アンサンブルコンテスト  25 日（水）～１/７（火）まで冬休み 

 10 日（火）全校朝会（任命式）        27 日（金）閉庁日 

      作品展準備           30 日（月）～１月３日（金）まで 

 11 日（水）～16 日（月）まで             年末年始の休日 

      ２学期末個別面談・校内作品展   

 

 

３年生の学年合唱「Replay」～ 

吹奏楽部のアトラクション 



全国学力・学習状況調査（中３）の結果から 
この調査は、全国の中学３年生を対象に４月に実施されました。結果は以下の通りです。

本調査から見られた傾向を基に、今後も授業改善を図っていきます。 

【小池中の正答率（％）と国・県との比較】 

 小池中 新潟県 全 国 

国 語 59 57 58.1 

数 学 53 50 52.5 

【国語の傾向】 

 ◎「話すこと・聞くこと」の正答率が高い。授業で生徒同士の発言を結びつけ、他の生徒

にも発言を求めている授業を展開しているため、話し合いの話題や展開について捉える

ことができた。 

▲情報を整理させる機会が授業内で不十分であったため、問題に示されている条件に着      

  目して要約したり、集めた材料を整理して伝えたいことを明確にしたりすることが苦手

である。 

【数学の傾向】 

 ◎生徒の興味関心を喚起する課題を提示するなど授業改善を図ったことに加え、個別指導

に力を注いできた。また、思考の過程を丁寧に書くことも指導したことにより、図形の

証明でも関連して学力向上に結びついた。 

▲問題の内容は概ね理解しているものの、正答を追求する段階の指導が不足し、解答の 

 表現が不十分であったり、適切に説明されていない場合もあった。 

 

 

昭和 47年度卒業生の皆様より、温かい寄付をいただきました！ 
昭和 47 年度卒業生である斎藤秀一様

が来校され、小池中学校の生徒の皆さん

の活動に役立てていただきたいと昭和

47 年度同窓会一同様より、寄付をいた

だきました。昭和 47 年度の同窓生の皆

様は、当時の先生お二人をお招きし、10

月に同窓会を開催したそうです。コロナ

禍が明け、久しぶりに仲間と集まり、と

ても有意義な会を過ごされたとお話さ

れました。同じ学び舎で過ごした思い出

や友情がいつまでも続くものですね。い

ただいた寄付は生徒の皆さんのために、

使わせていただきます。 



いじめ見逃しゼロスクール集会を行いました！ 
11 月８日（金）５・６限

に、生徒会本部が企画、運営

し、いじめについて考える

時間を持ちました。全校生

徒を２４の縦割り班に編成

し、気持ちを表したり、受け

止めたりするゲームをして、互いを思いやる気持ちを深めました。また集団における言動に

ついて具体的な事例を通して検討会を行い、意見を交換しました。その後各教室に戻り、振

り返りと感想を書き、「いじめ見逃しゼロ宣言」を一人一人が書いて掲示しました。温かく、

互いを思いやりリスペクトできる集団をみんなで創り上げていきましょう！ 

 

中学校区小中連携の様子 ～ 「秋のあいさつ運動」～ 
29 日(火)、30 日(水)、1 日

(金)の３日間、小池小、大関

小、小池中の正門であいさ

つ運動が実施されました。

中学生は、３日間とも小学

校に訪問し、小学生と一緒

にあいさつ運動を行いました。29 日（火）は小池小学校の様子を見てきました。小学生もた

すきを掛けて、頑張っていました。最後には生徒会長がリードして、円になって感想を述べ

合い、終了しました。 

30 日（水）は大関小学校

の様子を見てきました。あい

にくの雨でしたが、中学生の

代表が玄関で出迎え、あいさ

つすると小学生が元気よく

応えてくれていました。小学

生もあいさつ運動に加わり、最後は円陣を組んで反省会をしました。元気なあいさつで、学

校や地域を明るくしていきましょう。 

 

中学校区小中連携の様子 ～ 「授業研修会」～ 
11 月 1 日（金）小池小、大関小、小池中で構成する中

学校区での授業研修会がおこなわれました。小学校から

11 名の先生方をお迎えし、1 年生の国語「竹取物語」を

全職員で参観しました。1 年生は、仲良く、活発にいつ

もどおりの活動を展開してくれました。授業後には、理

科室で協議会が行われ、指導者には新潟大学パートナー

シップ事業で、国語が専門の教授から多くのご示唆をい

ただき、生徒の学習に還元していきたいと思います。 


